健康危機管理e-learning研修の評価に関する調査研究
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【目的】
人材育成に係る地域健康危機管理体制の充実・体系化を図るためには、コンピテンシーに基づいた人材育成体系の構築が必要である。そのために必要な手法のひとつであるシミュレーションを用いた健康危機管理研修のe-Learning教材を開発し、人材育成効果評価を行うことを目的とした。【方法】原因不明感染症様疾患の疫学調査に関する研修シナリオを対象に、研修教材作成アプリケーションStudio8を用いて動画・音声付きe-Learning教材を作成。東京特別区における公衆衛生行政に従事する実務経験３年未満相当の専門職・事務職対象の健康危機管理研修(以下｢新人研修｣；平成19年7月12日開催)を受講した52人に、開発教材を用いた研修受講を指示し、質問紙調査への郵送回答を依頼した。
【結果】
実地疫学ケーススタディ用e-Learning教材　「原因不明脳症の究明　～感染症集団発生時の疫学調査を学ぼう～」　を作成しH-CRISISにおけるWeb研修を開発。評価では7人(13.5%)より回答を得た。新人研修受講前にH-CRISISを知っていた者は1名(14.3%)、H-CRISISにe-Learning教材があることを知っていた者は0人(0%)。e-Learning用ID、パスワードを新人研修前に取得できた者は57.1%、取得できなかった主な理由は「取得したと思っていたのはH－CRISISの(機関)IDとPWであった。」等。e-Learningは、保健所等職員の職場研修に用いる手段として「必要だと思う(とても＋やや)」57.2%，「有用だと思う(とても＋やや)」71.5%,「便利だと思う(とても＋まあまあ)」28.6%，自宅での自己学習には「必要だと思う(とても＋やや)」57.2%，「有用だと思う(とても＋やや)」85.7%,「便利だと思う(とても＋まあまあ)」85.7%,であった。保健所等の研修にe-Learning活用研修を導入することについては「感染症毎のコンテンツが充実したら、事務レベルでも勉強しやすいかもしれないと思う」「職場ではインターネットにつながるパソコンが大変少なく職場で学習するのは難しい。」「よく分からないことができてきた時に進めることができなくなる」等。
【考察】
地域健康危機管理担当職員に対する人材育成手法としてe-learningは、多くが必要性・有用性を認めていたものの職場における利便性は自宅のそれに比べ著しく低いなど環境整備上の課題を東京においても確認できた。また現在の一方的教材配信方法に通信添削方式を加えるなど教官がコメントする方式を導入することによって、シミュレーションにおける受講者の「気付き」の視点獲得と思考の発展を図れるのではないかと思われた。
